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深
江
神
楽
町
へ

の
回
想

出T

ji!i 

|宝|

画
は
じ
め
に

私
は
大
正
一

一

年

深

江

神

楽

町
に
生
ま
れ
、
昭
和
三
八
年

二

九
六
三
)
転
居
す
る
ま
で
の
凹

0
4
聞
を
当
地
で
過
ご
し
ま
し
た
。
こ
の

間
の
少
年
時
代

(昭
和
五
J

一
五
年
)
に
お
け
る
思
い
出
を
、
七

O
数
年
前
の

記
憶
を
た
と
り
な
が

b
記
し
て
見
た
い
と
思
い
ま
す
。

八

O
才
を
辿
ぎ
た
今
で
も
当
時
の
思
い
出
は
削
明
で
、
私
の
少
年
則
は
、
大

正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
不
公
気
か
ら
漸
く
脱
却
し
、
村
会
的
に
も
「
昭

和
の
育
器
時
代
」
と
言
わ
れ
た
、
明
る
い
時
代
で
し
た
。

二

九
二
二
)

圃
当
時
の
景
観
と
地
域
の
停
ま
い

深
江
神
楽
町

(現
在
の
深

υ市
川
町

一
「
J
U
)
は
、
正
式
に
は
氏
山
川
叩
武
肱
川
川

本
庄
村
深
江
，F十
神
楽
新
川
と
咋
ば
れ
、
化
は
川
同
道

(問
問
術
辺

l
日
以
術
辺

l

国
道
山
=
一
号
線
)
、
京
は
傍
示
川
(
H

ド日
出
と
の
境
界
線
)
、
凶
は
作
知
川
、
市
は

海
岸
線
に
閉
ま
れ
た
東
山
約
五

O
hH、
出
比

rho
ojMの
M
域
を
桁
す
。
京

国
の
州
水
路
は
、
山
叫
拍
，川
者
は
附
川
町
と
な
り
、
後
者
は
川
町
め
り
れ
、

H
U
の
山
彩

を
偲
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
。
化
側
の
同
道
は
、
附
利

一町

二

九
二
じ
)
に
川

辺
一一
号
紛
が
完
成
し
た
た
め
、

当
時
は
川
国
道
と
呼
ば
れ
、
川
市
や
ヰ
中
が
行

き
交
う
比
H

の
街
泣
筋
の
而
影
を
残
し
て
い
た
。
南
側
の
海
山
h
械
に
は
仙
川
市
川
の

西
側
と
山
知
川
の
州
制
は
少
し
ば
か
り
の
砂
浜
が
、
作
知
川
の
州
側
に
は
、
先

端
に
マ
イ
ル
ポ
ス
ト

(船
舶
の
述
・刀
試
験
川
抑
制
)
の
足
っ
た
短
い
突
犯
が

延
び
て
い
た
。
砂
浜
に
挟
ま
れ
た
箇
所
に
は
宅
地
の
石
担
が
築
か
れ
、
波
打
ち

こ
土
』
l
t
1〉
百

I
f
-
-

、
-
、
ル
ザ

防
1v
l
H

t
H
O
M虻
7
4
カ
V
ヵ
j

l

浜
は
川
…
か

っ
た
。

北
側
の
東
地
域
は
、
的
資
た
る
松
林

で
、
そ
の
古
川
さ
は
屯
相
よ
り
遥
か
に
山

く
、
樹
齢
百
年
を
超
え
る
大
木
の
天
辺

に
は
五
位
防
や
カ
ラ
ス
、
ト
ン
ビ
が
川
県

を
作
り
、
昼
な
お
陥
し
の
様
相
を
呈
し

て
い
た
。
住
宅
に
近
い
道
路
と
の
境
界

は
、
焼
け
様
枕
に
張
ら
れ
た
鉄
条
網
で

行
切
ら
れ
、
奔
に
は
別
パ
ラ
が
締
ま
っ

て
白
い
花
を
咲
か
せ
て
い
た
。
凶
地
区

は
川
内
附

一
の
問
地
と
州
地
で
、
旧
国
道
北
側
の
広
々
と
し
た
山
幽
地
引
の
向

こ
う
に
阪
神
む
市
の
走
る
の
が
眺
め
ら
れ
た
。

南
側
中
火
は
住
宅
地
で
、
海
岸
付
近
の
松
林
に
は
住
賠
が
山
、
在
し
て
お
り
、

凶
側
の

一一
州
に
、

「
問
団
河
楽
の
ふ
る
さ
と
深
江
文
化
村
」
と
一百
わ
れ
、
近
年

刊
楽
愛
好
採
に
ア
ピ
ル
し
て
い
る
地
域
が
あ
る
。
こ
の
地
域
に
つ
い
て
は
後

ほ
と
詳
し
く
述
べ
る
。

。
宅
地
域
の
化
側
に
は
、
甘
友
本
MM
の
総
別
世
帯
を
勤
め
た
中
山
金
山
氏
と
川品

川
党
↓
円
氏
が
所
心
す
る
三
寺
町
に
わ
た
る
広
大
な
土
地
と
邸
宅
が
佐
一ん
で
い
た
。

特
に
当
時
刻
峨
で
あ
っ
た
湯
川
氏
は
、
ね
邸
と
道
路
を
陥
て
た
地
械
に
、
梅
林

と
芝
生
に
川
ま
れ
た
テ

ニ
λ

コ
l
卜
を
所
布
さ
れ
、
用
γ
が
に
は
グ
ル
ー
プ
の
幹

部
を
引
い
て
仰
円
ん
の
凶
遊
会
や
、
初
一H
A
に
は
テ
ニ
ス
愛
一
肘
日
誌
を
集
め
た
交
歓
ゲ
ー

ム
を
似
し
た
。

沿
川
氏
が
ーし
く
主
ら
れ
た
告
別
式

(昭
和

-O
年
頃
)
で
、
山
木
の
護
促
市

に
刊
定
す
る
自
家
川
市
十
や
タ
ク
ン

l
が
百
台
余
り
に
及
び
、
さ
す
が
大
企
業
の

ト
プ
プ
だ
と
寸
供
心
に
篤
い
た
思
い
山
が
あ
る
。

津知川の河口に立つマイルポスト
得業苛仁在世したE家福井市郎丘の~< r芦屋浜且量lより 11四年頃l

2 
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住
宅
地
区
の
中
央
は
、
現
私
の
神
楽
町
公
闘
を
中
心
と
し
て
、

一
戸
建
て
の

平
屋
や
二
階
建
て
の
日
本
家
屋

(文
化
村
を
除
く
)
が
約
五

O
粁
ば
か
り
立
ち

並
び
、
そ
の
ほ
と
ん
と
は
、
大
阪
や
神
戸
の
企
業
家
、
貿
易
商
、
地
主
等
の
私

邸
と
、
そ
の
勤
め
人
の
住
居
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
各
住
居
は
殆
ん
と
庭
付
き
で
、

石
垣
や
瓦
査
の
板
塀
で
囲
ま
れ
、
す
べ
て
が
お
い佐
敷
風
の
付
ま
い
で
あ
っ
た
。

引
に
、
文
化
村
東
側
の
近
江
、
嘉
門
、
旧制
問
氏
の
邸
宅
は
、
門
構
え
の
奥
に
優

雅
な
目
本
庭
園
の
あ
る
別
羽
風
の
建
物
で
あ

っ
た
。
南
側
の
海
岸
線
に
近
い
地

区
に
は
、

一
而
の
松
林
の
中
に
中
規
伎
の

U
宅
が
点
在
し
て
い
た
。

以
上
、
当
時
の
神
楽
町
の
対
慨
は
、
政
治
い
業
を
中
心
と
す
る
深
江
地
区
と
は

越
の
列
な

っ
た
川
政
み
の
胤
怖
が
見
受
け
ら
れ
た
。

四国
当
時
の
暮
ら
し

昭
和
五

l
一
h
年

二

九

一
O
I
一
九
凹

O
)
問
の
我
々
庶
民
の
生
前
は
ど

の
よ
う
で
あ
っ
た
か
、
ま
ず

4
市
北
帥
徹
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の

状
態
か

ら
記
し
て
み
る
。

電
力当
時
こ
の
地
区
の
屯
力
は
、
明
治
三
八
年

(一

九

O
五
)
に
開
通
し
た
阪
神

屯
鉄
が
供
給
し
て
お
り
、
契
約
は
常
夜
灯
制
と
メ
ー
ト
ル
制
の
二
制
度
で
あ

っ

た
。
常
夜
灯
制
は
決
め
ら
れ
た
時
間
出

(午
後
凶

1
七
時
か
ら
笠
日
午
前
六
l

七
時
)
に
通
電
す
る
'冠
制
料
金
制
度
で
、

m途
は
す
べ
て
電
灯
、
家
屋
の
間
取

り
に
応
じ
た
屯
球
が
会
社
か
ら
支
給
さ
れ
た
。
メ
ト
ル
制
は
、
現
在
と
同
様

の
シ
ス
テ
ム
で
、
契
約
屯
力
に
応
じ
閉
山
幻
泣
力
引
が
表
示
す
る
使
用
量
に
基
づ

く
判
金
制
度
で
あ
っ
た
。

電
話U
J刷は
、
ま
だ

一
般
に
引
反
し
て
お
り
ず
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
川
町
び
出
す
共

屯
式
で
.
所
右
者
は
限
ら
れ
て
い
た
。
必
史
な
時
は
付
近
の
知
人
r
毛
で
借
り
る

か
、
郵
使
局
の
公
衆
屯
話
を
品川

mし
て
い
た
。
従

っ
て
緊
急
速
，
M

柑
は
専
ら
屯
報

を
利
川
し
た
。
当
時
は
、
全
悶
ネ
y
ト
の

iu話
回
線
は
極
め
て
少
な
く
、
遠
距

離
の
通
話
は
時
間
を
裂
し
、
即
時
通
話
は
夢
の
ま
た
夢
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、

昭
和

一
O
年

ご

九
三
五
)
以
降
、
電
話
局
の
整
備
が
進
み
、
漸
次
ダ
イ
ヤ
ル

式
が
普
及
し
使
利
に
な
っ
た
。

上
下
水
道

上
水
道
は
未
鮭
備
で
、
上
水
は
持
戸
水
を
使
用
、
井
戸
は
個
人
用
と
共
同
に

分
か
れ
て
い
た
。
汲
み
上
げ
は
、
正
に
釣
瓶
、
手
押
し
ポ
ン
プ
で
、
大
邸
毛
で

は
屯
動
ポ
ン
プ
が
設
世
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
地
区
の
水
質
は
、

芦
屋
川
の
伏
流

本
を
汲
み
上
げ
る
た
め
極
め
て
良
質
で
、
夏
は
冷
た
く
冬
は
暖
か
く
、
誠
に
お

い
し
い
水
が
飲
め
た
。
し
か
し
、
阪
神
上
水
道
の

一
環
と
し
て
当
地
に
上
水
道

が
幣
怖
さ
れ
た
の
は
、
比
較
的
運
く
戦
後
の
昭
和
三

0
年
代
で
あ
る
。

下
水
地
も
米
幣
備
で
、
生
活
州
水
は
付
近
の
水
路
へ
欣
比
す
る
か
、
地
而
に

lk透
さ
せ
る
刀
法
が
係
ら
れ
た
。
そ
し
て
下
水
泣
の
設
備
は
、
戦
後
何
川
町
行
わ

し
:
、

t
、
l
。

中

t
J人
白
鳴

υ
ト
k

，A
1
川
川
マ

都
市
ガ
ス

都
市
力
ス
の
訓
告
が
、
敷
設
さ
れ
た
の
は
附
和

一
0
4
代
の
初
め
で
、
そ
れ

ま
で
の
筒
、
七
輪
、
石
油
コ
ン
ロ
か
ら
の
生
活
か
ら
は
、
比
較
的
早
く
州
政
さ

れ
て
い
た
。

-3ー

道
路旧
国
道
を
は
じ
め
、
周
辺
の
道
路
は
す
べ
て
未
舗
装
の
地
道
、
道
一仰は
狭
く

現
右
の

一
車
線
以
下
で
、

一
部
を
除
い
て
現
在
と
変
わ
ら
な
い
。
当
時
の
通
行

車
両
は
殆
と
"
何
事
と
自
転
車
等
の
た
め
、
こ
れ
で
十
分
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

交
通
機
関

こ
の
当
時
の
交
通
機
関
は
、
主
に
阪
神
屯
鉄
(
阪
神
屯
車
と
呼
ん
で
い
た
)

が
、
通
勤
、
通
学
や
外
出
に
利
用
さ
れ
て
い
た
。
最
寄
り
の
駅
は
戸
以
で
、
駅

ま
で
は
す
べ
て
徒
歩
。
タ
ク
シ
ー

(三
l
山
台
が
芦
民
の
駅
前
に
あ
っ
た
)
は

殆
ん
ど
利
川
せ
ず
、
ま
し
て
や
、
自
家
川
市
は
皆
盤
で
あ
っ
た
。
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当
時
の
阪
神
屯
山
中
に
は
、
品
川
通
と
急

行

(後
に
特
急
が
で
き
た
)
が
走
っ
て

い
た
が
、
来
符
は
、
板
め
て
少
な
く
、

市
川
通
は

一
J
一↑
州
、
包
わ
と
特
♂
は
こ

昌 一

i
三
州
辿
紡
で、

現
有
と
比

べ
る
と
の

ん
び
り
し
て
い
た
。

幼
雅
固
と
学
校

津
知
川
の
凶
に
あ
る
泊
迎
会
社
の
比

に
、
そ
の
名
を
「
愛
児
凶
」
と
一↑
一
ザ
ヴ
キ

リ
ス
ト
教
系
の
小
さ
な
幼
柑
附
が
あ

っ

た
。
凶
附
ん
は
約

一
O
J
一
五
名
、
中
年

の
先
生
が
助
干
の
保
町
さ
ん
と
H
ハ
に
オ

ル
ガ
ン
を
時
き
山
川
数
行
に
励
ん
で
お

り
、
ヨ
に
深
江
と
州
楽
川
の
一i
供
述
が

辿
凶
し
て
い
た
。

小
年
校
は
地
区
別
制
で
、
当
校
区
は

約
二
川
附
て
た
本
庄
小
学
校
で
、
児
主

は
科
復
阿
川
を
歩
く
迫
バ
T

を
強
い
ら
れ

た
。
従

っ
て
当
地
域
の
兇
砿
の
過
半
数

は
、
地
区
制
に
一
該
当
し
な
い
御
影
に
あ

る
付
属
小
学
校
に
通
学
し
て
い
た
。
付

以
小
学
校
は
、
阪
神
1
U
却
の
御
影
駅
化

寄
り
に
あ
っ
た
御
影
仰
純
付
属
小
学
校
(
現
在
の
神
戸
大
年
発
達
科
学
部
付
凶

住
告
小
学
校
)
で
あ

っ
た
。
入
学
は
抽
選
制
で
、
父
兄
に
在
校
の
実
絞
が
あ

れ
ば
佼
先
権
が
あ
り
、
ま
た
地
元
御
影
椛
住
の
子
弟
も
説
先
さ
れ
た
よ
う
で

中
め
っ
ト
~
。

傍示川を通過した阪神電鉄神戸行吉特急車
神楽町に在住した辻圭吉氏IO影 (1935年)

児
童
が
進
学
す
る
中
学
校
は
、
公
立
校
で
は
神
戸
市
内
に
第

一
、
二
、
一ニ
巾
・

学
校
が
あ
り
、
成
総
俊
秀
者
が
一i
に
進

学
し
た
。
弘
立
で
は
灘
、
川
T
問、

川
刈

f
r
、

神
港
、

」ハ川
γ
中
J
'

ヲ
ゅ
ー
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
と

ん
で
い
た
。

神
楽
町
山
仕
什
山
お
の
多
く
は
、

十l
M 

マ
校
か
ら
広
立
の
瀧
、

u
r
、

川
U
F

寸

中川
同
小

J

パ
ヰ
叶
へ
の
ル

l
ト
を
広
ん
だ
。

貿
い
物
当
地
域
に
は
向
山
は
全
く
怖
く
、
生

前
必
引
川
H

川
の
う
ち
食
料
品
は
、
山
知
川

の
間
に
あ
る

判
の
八
行
民
と
向

'
Mと

判
の
か
し
わ
出

(相則
的
尽
)
や
戸
川
に
あ
る
肉
庄

一l
E
U
川
刷
に

て
い
た
。
こ
れ
ら
の
山
以
か
ら
は
、

(
川

l
肉
応
)

「愛児図」幼稚園の卒園写真 (1929年)

「御
川
川
き
」
が
山
川
収

か
り
購
入
し

た
仙い
出
は
、
ト
口
利
に
川
を
入
れ
て
訪
れ
、

中
で
汁
IXを
取
り
に
ま
わ
り
、

n文
す
れ
ば
タ
カ
に
は
配
。
止
し
て
く
れ
た
。
ま

- '1 

そ
の
場
で
淵
引
を
し
て
く
れ
た
。

す
べ
て
馴
染
み
の
間
人
と
の
付
耐
版
必
、

支
払
い
は
全

こ
の
よ
、
つ
に
当
時
は
、

て

一
ヶ
月
又
は
山

1
4初
の
掛
光
り
で
あ

っ
た
。
従

っ
て
別
抗
の
味
気
な
い
ス

が
行
き
開
い
て
い
た
。

パ
l
の
れ
い
物
と
は
辿
っ
て
和
気
刻
々
の
伝
川
収
引
で
、
容
の
点
日
ぷ
吋
l
ピ
ス

t
サ占

』
・“

コU1
、
行
M

4
00

、

q
;ィ
I
t
l
深
江
に
魚
市
場
が
あ
り
大
阪
出
で
絞
れ
た
新
鮮
な
も
の
が

し
ば
ら
く
す
る
と
、
天
秤
絡
を
判
い
だ
如
、
庄
が

入
手
で
き
、
名
産
の
鰯
や
鯵
は
浜
で
聞
こ
え
て
い
た
制
引
き
の
戸
が
終
わ

っ
て
、

阿
っ
て
き
た
。

「
と
れ
と
れ
」

の
如
、
を
売
り
に

日
附
日山
は
、
す
べ
て
芦
屋
に
あ
っ
た
叩
陽
市
場
や
附
応
術
へ
口
出
し
に
行
き
、

持
ち
帰
り
が
出
来
な
け
れ
ば
、
配
迷
し
て
く
れ
た
。

大
京

一
O
年

(
一
九
こ

こ

に
誕
止
し
た
瀧
附
口
組
合
(
現
在
の
コ
ー
プ
こ

う
べ
)
が
、
昭
和
凶
年
頃
に
国
鉄
の
芦
原
駅
近
く
に
支
応
を
開
設
、
当
地
域
の
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会
只
の
家
へ
も
白
い
自
転
車
に
乗

っ
た
御
則
聞
き
が
、
食
料
品
や

Hm雑
貨
の

注
文
を
取
り
に
回
り
、
配
達
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
の
組
合
に
は
、
主
婦
た

ち
を
対
象
と
し
た
現
伐
の
カ
ル
チ
ペ
ー
セ
ン
タ
ー
的
活
動
を
行
う

「芦
屋
家
庭

会
」
と
一
z

一一
百
う
交
流
会
が
あ
り
、
当
時
の
生
活
文
化
の
向
上
に
一
役
只
っ
て
い
た
。

そ
の
内
容
は
、
今
日
の
よ
う
な
余
暇
を
楽
し
む
社
交
的
、
趣
味
的
な
集
ま
り
で

な
く
、
生
活
に
布
着
し
た
和
故
、
，何故
、
編
み
物
、
料
理
母
を
主
体
に
活
花
、

手
芸
、
社
会
見
学
な
ど
を
加
え
た
実
則
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

画
文
化
村
に
つ
い
て

大
正
二
一
年
(
一
九
二
三
)
、
深
江
の
開
業
医
坂
口
話
石
氏
が
、
神
楽
町
の

酉
側
、
津
知
川
に
沿
う
自
己
の
所
有
地

-千
坪
に
わ
牝
日
外
国
人
を
対
象
と
す
る

理
忽
的
な
住
宅
団
地
を
計
画
し
た
の
が
文
化
村
の
始
ま
り
で
あ
る
。

こ
の
計
画
を
具
現
さ
れ
た
設
計
者
は
、
米
凶
の
宣
教
師
で
建
築
家
の
ウ
ィ
リ

ア

ム

メ

リ

ル

ヴ

考
l
リ
ー
ズ
氏
(
メ
ン
1
レ
I
タ
ム
を
輸
入
し
た
近
江
兄

弟
社
を
例
立
、
関
西
学
院
、
神
戸
立
学
院
、
大
九
百
貨
応
、
神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教

会
与
を
投

A
)
の
弟
子
で
あ
る
占
村
治
太
郎
氏

(前
述
の
幼
柑
凶
の
京
に
PHら

設
計
し
た
汗
館
に
口
む
)
で
あ
っ
た
。
こ
の
両
氏
の
防
相
ν
に
必
づ
く
同
地
は
、

中
央
に
問

O
O聞
け
の
比
心
地
を
山
中
心
に
、

問
問
に
例
制
H

あ
る
汗
胤
家
u
m

(吋
時
は

凶
日
飢
と
呼
ん
で
い
た
)
一
二
一
怖
が
政

ん
で
い
た
。
始
ど
は
、
総
附
悠
て
の

木
造
モ
ル
タ
ル
巡
り
で
、
暖
炉
の
M

閉山人

が
突
き
出
た
日
本
瓦
の
応
般
に
、
白
い

此
N

，ナ
出
い
を
配
し
た
ハ
イ
カ
ラ
な
他
物
で

あ
っ
た
。
作
家
の
玄
関
周
辺
に
は
、
芝

川口
を
配
し
た
，
川
一
胞
が
あ
り
、
同相
「
状
の

白
い
仮
堺
に
ス
イ
1
ピ
ー
や
琵
パ

ラ
が

絡
み
、
花
檀
に
は
チ
ュ

l
リ
y
プ
や
ヒ

l田l年it当時的文化村の空中写耳(建設当時由華をitす)
神楽町に在住した宮永泰史氏撮影

ヤ
シ
/
ス
や
=
色
ス
ミ
レ
与
、
色
と
り

と
り
の
花
が
咲
き
ほ
こ

っ
て
い
た
。

当
時
の
付
人
は
、

日
本
人
五
日
初
、

外
同
人
八
世
州
市
で
、
殆
ど
は
貿
易
関
係

の
業
』
M
M

に
従
事
し
て
い
た
。
白
系
口
ン

ア
人
の
背
楽
r
払
が
在
制
し
た
の
は
、
大

正
か
ら
昭
和
初
期
で
、
昭
和

一
O
年
前

後
は
余
り
見
か
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
~
。

似
し
、
日
本
人
二
刊
帯
が
住
ん
で
い
た

一
一判
を
除
き
全
て
が

m家
で
あ
る
た
め
、

そ
の
梢
成
は
何
年
変
わ
り
、
戦
時
色
が

濃
く
な
っ
た
昭
和

-
五
4
(
一
九
凹

O
)

が
け
l
M
つ
よ
う
に
な

っ
た
。

戦
後
の
山
相
の
移
り
変
わ
り
で
、

出
山
の
再
開
発
が
始
ま
り
、

共有地を前にした文化村の西洋館
(1960年婦影)

以
降
外
同
人
の
姿
は
な
く
、
空
き
家

日
日
ヘ
ノ
h
A

、フ

J

H
4
0
不

1
i

-5ー

ヘ

L
t
、L
ド
J

r

1
j
j
f
、

凶
か

り

過
去
の
治
路
で
あ
る
似
脱
税
な
凶
洋
館
は
、
次
第
に

姿
を
消
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
マ
ン
ン
ヨ
ン
や
朗
車
場
や
ミ
ニ
日
宅
に
変
貌
す

る
。
説
。
す
る
吊
少
な
州
汗
飴
の
中
で
、
引
制
花
も
「
時
の
安
を
保

っ
て
い
る
、

古
沢
邸

ト
内
沢
邸
と一
M
4
邸
と
ベ

ー
カ
ー
邸
に

つ
き
総
介
す
る

(一

九

h
)、
文
化

神
戸
で
刷
U
U
制
。
附
を
引
む
山
沢
ド
内
氏
は
大
正

一
…山刊

ノ
ス
キ
l
に
依
川
相
し
た
。

村
の
点
化
に
新
肘
を
建
て
る
際
、
設
計
を
友
人
で
あ
る
ロ
シ
ア
人
法
築
家
ラ
デ
イ

b
J
L

勾
配
の
円
以
似
を
も

っ
た
木
造

一一
附
建
て
.

時
色
の
外
壁
に
凶
ま
れ
た
建
物
は
、

，川
出
の
H4

市
聞
に
は
内
い
的
和
子
窓
と
ベ
ラ

ン
ダ
肌
サ

ン
ル
ー
ム
を
配
し
、

出
」
家
の
、

中
と
、
花
の
咲
き
乱
れ
る
花
皮
と
共
に
絵
の
よ
う
な
工
、
し
さ
を
似
っ
て
い
た
。

以
遠
と
同

4
故
の
ご
子
向
日
は
、
病
弱
で
出
に
メ
イ
ド
に
付
き
添
わ

礼
申
桁
干
に
来

っ
て
お
ら
れ
た
。
遊
び
に
行
く
と
同
級
と
も
と
も
非
常
に
H
H
ぱ
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れ
た
の
を
記
憶
し
て
い
る
。

富
永
邸
施
正
で
あ
る
川
水
ー
初
造
氏
が
、
神
戸
の
貿
易
尚
で
あ
る
鈴
木
前
山

(現
夜
の

口
附
岩
引
)
の
ン
ア
ト
ル
支
出
仙
か
ら
帰
聞
し
た
大
正

二一

年

(一

九
二
凶
)
、

別
住
民
同
代
の
経
験
を
生
か
し
、
文
化
村
の
南
西
に
自
宅
を
設
け
た
。

基
本
設
計
は
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ト
の
建
築
家
ベ
イ
リ

l
氏
、
施
T
一
は
曲
崎
の
株
梁

吉
田
勝
次
郎
で
あ
っ
た
。

緑
の
下
見
板
を
限
り
巡
ら
し
た
外
壁
に
、
暖
炉
の
餓
突
と
、
大
き
な
額
縁
で

法
取
ら
れ
た
白
い
絡
子
窓
を
あ
し
ら
い

、
屋
根
は
誌
側
式
の
総
二
階
建
て
で

中
出
叩
命
。

こ
の
木
造
辿
抗
日
は
、
当
時
ア
メ
リ
カ
で
多
川
さ
れ
た
バ
ル
ー
ン
フ
レ
ー
ム

式
出
刑
法
で
、
後

4
工
引
ホ
ム
が
売
り
山
し
た

γ

パ

イ

フ

ォ

方

式

の

先
駆
け
で
あ
っ
た
。

日
氷
一
家
に
は
、
幹
太
さ
ん
、
奈
巾
人
さ
ん
、

H
回
干
さ
ん
の
兄
妹
が
お
ら
れ
、
特

に
泰
史
さ
ん
と
は
同
じ
年
齢
層
で
あ
る
た
め
、
よ
く
共
に
遊
ん
だ
「
竹
出
の
友
」

0

・一
コ
J
o

JT
ィ
丈

ベ
ー
カ
ー
邸

ベ
カ
!
氏
は
、
大
阪
で
貿
易
商
を

岱
む
傍
ら
市
沖
中
学

(税
在
の
向
山
市

校
)
で
英
ぷ
の
掛
川
を
務
め
ら
れ
た
本

間
人
で
、
当
時
限
に
日
本
凶
符
を
取
得

し
て
い
た
。

文化村の富永邸(左)と
ベカ邸 (右)(1960年渇影)

事事

邸
宅
は
訂
永
邸
の
凶
隣
で
、
古
村
氏

が
設
計
さ
れ
た
総
二
階
建
て
の
洋
館
で

あ
っ
た
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
邸
宅
は

批判後
の
刊
開
発
ブ
l
ム
で
収
り
出
帆
さ
れ
、

八
軒
ば
か
り
の
ミ
ニ
住
宅
に
叫
相
変
わ
り

し
た
。
ベ

カ

l
家
に
は
、

マ
l
ガ

レ

ァ

ト
さ
ん
、
7
ラ
ン
シ
ス
さ
ん
、
フ
ィ

リ
γ

プ
さ
ん
、
リ
リ
さ
ん
の
姉
弟
が
お
ら
れ
、
フ
ラ

ン
シ
ス
さ
ん
、
フ
ィ
リ
ァ
プ

さ
ん
と
同
年
郊
で
、
日
氷
点
常
山
人
さ
ん
と
共
に
同
じ

「竹
馬
の
友
」
で
あ
っ
た
。

明
証
文
化
村
に

hn住
の
ベ
ー
カ
ー
明
子
さ
ん
の
邸
宅
は
、

吉
村
氏
の
設
計
し

た
泊
飴
で
、
か
つ
て
ロ
シ
ア
人
音
楽
家
の
エ
マ
ヌ
エ
ル
メ
ァ
テ
ル
(
大
正
一

凶
年
来
日
、
大
阪
放
言
同

J
O
B
K

交
響
楽
団
や
京
都
大
学
交
響
楽
団
を

指
師
、
制
比
奈
隆
を
育
て
た
)
氏
が
住
ん
だ
洋
館
で
あ
る
。

圏
お
わ
リ
に

こ
の
内
き
良
き
時
代
を
背
訟
に
し
た
間
知
鍬
を
記
す
に
及
び
、
私
の
州
文
に

花
を
添
え
る
け
叫
必
な
当
叫
川
の
資
料
を
快
く
舵
供
し
て
下
さ

っ
た
方
々
に
先
ず
は

お
礼
申
L
J
げ
ま
す
。
引
に
日
永
'
阜
の
す
川
代
子
機
、
泰
山
人
般
に
は
深
哉
の
謝
氾

6 -

を
捧
げ
る
次
第
で
す
。

ιl 

参
考
資
斜.r
川
水
泰
山
ん
『大
空
野
郎

一
代
記
』
パ
ン
リ
サ
ー
チ

・
小
町
向
裕

「り戸
尿
文
化
村
物
訪
』
一

九
九
凶
作

-
辻
主
計

「阪
仲
間
鉄
道
凹
胤
録
』
(
勺
山
ハ集
)
な
い
ね
ん
山
版

・
山
形
政
附

「閲
凶
の
す
ま
い
芦
屋
文
化
付
」

-
本
庄
村
史
制
纂
委
日
以
会

『本

庄

付

史

地

担

制

民

俗

編
」
ニ

O
O
凶
年

一
九
八
六
年

ヨ

L
L
H
l

一
-Y
1
u
t
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『本
庄
村
史
地
理
編

民
俗
編
』
完
成
f

• 

こ
の
た
び
、
『木

H
村
山
人

地

引

制

民

俗

編

』
(平
成

一
」
ハ
年
七
月
三
十
一

u発
行
)
が
完
成
し
ま
し
た
。
附
利

一
七
年

(一

九
凶
)
の
以
初
の
凶
刑
判
む
か

ら
、
災
に
六
二
'
ー
ぶ
り
の
党
刊
と
な
り
ま
す

(発
刊
の
経
緯
は
本
刊
誌

二

百
勺
掲

紋
の
当
館
削
飢
長
の
文
章
を
参
問
。
)。

本
山
U

は、

B
5版
五

凶

0
ペ
ー
ジ
の
大
刊
で
、
と
り
わ
け
、
打
戸
時
代
か

ら
地
元
の
産
業
と
し
て
栄
え
今
で
は
山
悶
絶
し
て
し
ま
っ
た
「
漁
業
」
に
閲
す
る

記
述
は
大
変
引
車
な
内
容
で
す
。

一
附
=
一T
門
で
史
料
館
な
ど
で
購
入
で
き
ま

す
。
ま
た
、
現
右
、
伐
る

『本
庄
村
史
肢
史
編
』
出
版
に
向
け
て
鋭
意
努
力

中
で
す
。

島台ーー一一 車骨 阻
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;Jc 

ト
ラ
イ
や
る

・
ウ
ィ
ー
ク
と
史
料
館

|

|
本

作
一中
学
校
の
生
徒
を
受
け
入
れ
て

|
|

史
料
館
研
究
U

千

1 I 

今
年

(平
成

一
六
年
度
)
も
柄
例
の

「
ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク
」
が
お
こ

な
わ
れ
、
史
料
館
で
も
旬
年
機
会
を
提
供
し
て
い
る
が
、
今
回
は
六
月

一
O
H

(木
)
と

二

円

(金
)
に
本
山
中
年
校
の
問

m・
山
平
お
と
凶
村
将
討
が
史
料

館
の
業
務
を
体
験
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

初

H
は
、
米
幣
削
叫
資
料
の
笠
録
刊
業
を
お
こ
な
っ
た
。
昭
和
五
0
年
代
の
L

P
税
、
屯
気
ト
ー
ス
タ
ー

、
保
悦
ポ

ァ
ト
、
ア
ル
ミ
裂
の
弁
当
初
が
対
'
手
引
判

だ
。
一

占
ず
つ
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
織
影
し
問
中
な

A
測
を
お
こ
な
っ
た
あ
と
、

調
査
カ
ド
を
作
成
し
て
い
く
。
レ

コ

ド

は

山
名
も
す
べ
て
記
入
す
る
と
い
っ
か
な
り
手
間

の
か
か
る
品
川業
で
あ
る
。
レ
コ

ー
ド
の
ミ
ュ
!

ジ
シ

τ
ン
の
こ
と
を
ご
両
親
か
ら
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
関
心
が
持
て
た
よ
う
で
、
休
み
時
間
も

返
卜
し
て
門
業
に
没
頭
し
て
い
た。

一
一
H
阿
は
、
季
節
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
民
示
中

の
五
月
人
形
の
撤
収
、
収
納
の
あ
と
、
「
克
の

胤
物
詩
」
を
テ
l
マ
に
実
際
に
展
示
を
お
こ
な
っ

た
。
間
一一目
、
縄
捕
り
器
、
水
鉄
砲
な
と
、
変
な

ら
で
は
の
収
蔵
資
料
を
使
っ
て
、
二
人
が
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
し
た
展
示
が
完
成
し
た
。
そ
の
ほ
か
、

宛
名

γ
l
ル
の
整
理
な
ど
事
務
的
な
作
業
も
お

こ
な
い
、

二
人
の
史
料
館
で
の
体
験
は
終
了

し
た
。

7 

砂

将君西村

レコ ドの調査カ ドを作成する二人
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史
料
館
日
誌
抄

史
料
舶
研
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